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令 和 ２ 年 度 の 事 業 報 告 書 

小和田地区まちぢから協議会 令和２年度 実績報告 

１ 会議等の実施 

（１）総会、役員会、委員会 

日 付 会議の名称 主な内容、出席者等 

令和２年４月４日 役員会 ○委員会開催のための事前の議題検討 

令和２年４月１８日 総会 ※コロナ禍の為、書面による開催 

議案第１号 協議会推薦及び公募委員の選任について 

議案第２号 令和２年度小和田地区まちぢから協議会委員 

名簿 

議案第３号 令和元年度活動報告および収支決算・監査結 

果について 

議案第４号 令和２年度事業計画及び収支予算について 

令和２年５月７日 役員会 ○まちぢから協議会についての説明（新任委員のために） 

○小和田地区の問題点等に関するグループディスカッショ

ンによるグループ討議 

○各部会・各団体からの連絡・報告事項について 

○その他：茅ヶ崎市まちぢから協議会情報交換会について 

     防災まちづくりワークショップ実施方針 

令和２年５月２６日 役員会 ○コロナ禍における地域活動について検討 

令和２年６月３０日 役員会 ○委員会開催のための事前の議題検討 

令和２年７月７日 委員会 ○全員による自己紹介 

○まちぢから協議会についての説明（新任委員のために） 

○各部会・各団体からの連絡・報告事項について 

○指定管理者の選定について 

○令和２年度「市長と小和田地区の未来を創る会」につい 

 て 

○その他：LINE会議の実施検討 

令和２年７月２８日 役員会 ○委員会開催のための事前の議題検討 

令和２年８月４日 委員会 ○小和田小学校校外委員の報告とグループディスカッショ

ンについて 

○令和２年度「市長と小和田地区の未来を創る会」につい 

 て 

○茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会定例会（７／８開催）

の報告について 

○小和田地区防災まちづくりワークショップ実施方針推進

状況について 

○各部会・各団体からの連絡・報告事項について 

○その他 

議案第５号 
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令和２年８月２５日     役員会 ○委員会開催のための事前の議題検討 

令和２年９月１日 委員会 ○令和２年度「市長と未来を創る会」について 

○８月度委員会で実施のグループディスカッションについ 

 て 

○各部会・各団体からの連絡・報告事項について 

○その他 

令和２年９月２９日 役員会 〇委員会開催のための事前の議題検討 

令和２年１０月６日 委員会 ○市営小和田住宅外複合施設の説明会について 

○茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会定例会（９／９開催）

の報告について 

○各部会・各団体からの連絡・報告事項について 

○その他 

令和２年１０月２７日 役員会 ○委員会開催のための事前の議題検討 

令和２年１１月３日 委員会 ○安否確認訓練（１０／１８開催）の結果について 

○茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会定例会（１０／１４開

催）の報告について 

○各部会・各団体からの連絡・報告事項について 

○その他：市営小和田住宅外複合施設について 

令和２年１１月２４日 役員会 ○委員会開催のための事前の議題検討 

令和２年１２月１日 委員会 ○茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会定例会（１１／１１開

催）について 

○各部会・各団体からの連絡・報告事項について 

令和２年１２月２２日 役員会 ○委員会開催のための事前の議題検討 

令和３年１月５日 委員会 ○茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会定例会（１２／１０開

催）について 

○各部会・各団体からの連絡・報告事項について 

○その他：新年委員（１／５開催）について 

     市営小和田住宅外複合施設の状況について 

     YU-ZUルームの状況について 

令和３年１月２６日 役員会 ○委員会開催のための事前の議題検討 

令和３年２月２日 委員会 ○講演「茅ヶ崎市の下水・汚水の流れを知ろう」（下水道 

河川管理課） 

○茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会定例会（１／１３開

催）について 

○各部会・各団体からの連絡・報告事項について 

令和３年２月２３日 役員会 ○委員会開催のための事前の議題検討 

令和３年３月２日 委員会 ○講演「小和田地区の現状（地上編）」（都市政策課） 

○令和２年度定期総会に向けた準備について 

○茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会定例会（２／１０開

催）について 
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○各部会・各団体からの連絡・報告事項について 

○その他 

令和３年３月３０日 役員会 ○委員会開催のための事前の議題検討 

令和３年４月６日 委員会 ○令和３年度定期総会に向けた準備について 

○茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会定例会（３／１０開

催）について 

○各部会・各団体からの連絡・報告事項について 

○その他 

 

（２）福祉部会 

日 付 会議の名称 主な内容、出席者等 

令和２年１０月２１日 第１回部会 ○本年度もまち協・福祉部会と地区社協との共催で地区懇

談会を開催することとし、令和３年３月に行うと決まっ

た。その内容とは認知症の方への声かけ訓練となった。 

令和２年１１月１７日 第２回部会 ○令和元年の市主催の「見守りあい」を参考に、声かける

時のポイント、そして声をかけられた立場の理解も重要

でそれらを学ぶ場とする。 

○令和３年３月２０日午前の２時間で、小和田小学校を中

心とした地域で約３０人参加での訓練とする。 

令和２年１２月１６日 第３回部会 ○訓練の詳細を確認。３名１グループで行動し２ルートに

分かれそれぞれ間隔をあけて出発。各ルートには３か所

の徘徊者の居場所を設定することにした。 

○参加者は全員ビブスを着用。地域への PR にもなる。 

令和３年１月１９日 第４回部会 ○より詳細な内容の確認。声かけの例文、認知症に関する

知識の習得（ミニ講座）、出席者名簿などのチェック

等。 

○出席者による人員交代のシュミレーションでその方法を

具体的に理解した。 

令和３年２月１６日 第５回部会 ○現状のコロナ禍での本訓練が催行可能か再確認。認知症

の方が増える可能性が高い。是非ともこの時に訓練やる

べしの意見が多数を占めた。 

○実行にあたってのより詳細な詰めが確認された。雨天で

も決行と決まった。（やる気一杯） 

令和３年３月２０日 第６回部会 ○３５人の参加者による有意義な訓練が実行され、認知症

が多くなる時代の到来にそなえ、それにあたるボランテ

ィアの心と体のバランスが取れた人材の育成に供するこ

とができた。 

 

（３）広報部会 

日 付 会議の名称 主な内容、出席者等 
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通年 広報活動事業の検

討 

○時期に応じて広報紙発行、各種所属団体のイベント周知

等に伴うホームページ更新。 

令和２年６月４日 第３回部会 ○まちぢからニュース（48 号）の内容確認・承認 

○参加各団体の広報誌の紹介 

令和２年７月２１日 第４回部会 ○小和田まち協ホームページの内容紹介 

○次号まちぢからニュースの内容検討 

令和２年９月１５日 第５回部会 ○令和２年度「市長と語る会」について 

○次号まちぢからニュースの内容確認 

○参加団体の広報活動紹介 

令和２年１１月１７日 第６回部会 ○「この１年を振り返って」との議題で意見交換 

○これからの「広報部会とは」で意見交換 

令和３年１月１９日 第７回部会 コロナ対応で休会 

令和３年３月１６日 第８回部会 ○令和３年度の活動計画検討 

○市内各団体のホームページ紹介 

 

（４）辻堂駅西口周辺まちづくり部会 

日 付 会議の名称 主な内容、出席者等 

令和２年８月１８日 第１２回企画検討

会 

○前年度に開催された防災×まちづくりワークショップ 

の結果を踏まえ、コロナ禍での、実施可能な取組を検討 

令和２年９月１日 第１３回企画検討

会 

○コロナ禍での、実施可能な取組５点上がった中で 

 「小和田みちの愛称」事業に取り組むことに決定 

○「小和田みちの愛称」は赤松町（３自治会）地区を中心

として企画を進めていき、愛称の決定は小和田地区全体

で投票する形をとる。 

令和２年１０月６日 第１４回企画検討

会 

○「みちの愛称」の選定道路は候補とした８道路の名称を

公募する事とした。アンケート方法や手順については赤

松町自治会の企画書に沿って行う事となった。看板の作

成や設置方法については、愛称が決定するまでに決める

こととした。 

令和２年１１月１０日 第１５回企画検討

会 

○「みちの愛称」は次回までにアンケート用紙の最終デザ

イン・配布範囲の決定、ポスター・回覧用紙最終的デザ

イン確認、賞品についての検討。公募後、3 つに絞る際

のルールについて検討することとした。 

令和２年１２月８日 第１６回企画検討

会 

○アンケート用紙・回覧用紙・ポスター用紙、デザインの

決定 

○スケジュール案について、検討会にて合意 

○アンケート集計方法、ルール、役割分担について 

令和３年２月９日 第１７回企画検討

会 

○アケート用紙回収数について 

○投票用紙（案）ポスター（案）の確認について  
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令和３年２月２３日  第１８回企画検討

会 

○アンケート集計結果の報告 

○みちの愛称プロジェクト主旨説明及びキャッチフレーズ 

令和３年３月２日 第１９回企画検討

会 

○事業主旨修正案の最終確認 

○投票用紙・投票用地図・ポスターデザインの最終確認 

○投票時の周知・日程の確認 

 

（５）交通安全部会 

日 付 会議の名称 主な内容、出席者等 

令和２年４月２日 第８９回部会 ○部会員の自己紹介 

○小和田小学校交通安全に向けた取り組み達成率集計 

令和２年７月２日 第９０回部会 ○小学校通学路の改善計画、南東側隅切りについて 

○市長と語る会に向けて 

○校外委員長から今年度の活動方針の説明 

令和２年７月１６日 第９１回部会 ○今年度の市長と語る会について 

○こわだ会、校外の活動周知について 

○今後の活動について 

令和２年８月６日 第９２回部会 ○今年度の市長と語る会について 

○今後の活動について 

令和２年９月５日 第９３回部会 ○市長と未来を創る会（8/26）の報告 

○小和田小学校入り口交差点西側の狭窄歩道について 

○安全対策課からの提案 

令和２年９月１７日 第９４回部会 ○新宿を中心としたまち歩き計画について 

○小和田小学校入り口交差点西狭窄歩道について 

令和２年１０月２３日 第９５回部会 ○新宿まち歩き（10/1）の報告 

○レンタサイクル「ダイチャリ」について 

○校外委員通学路要望について 

令和２年１１月５日 第９６回部会 ○通学路の改善要望について 

○七福神めぐりにダイチャリを活用する案について 

○安全対策課からの現状説明と要望 

令和２年１１月１９日 第９７回部会 ○小和田小学校高学年児童の事故について 

○七福神巡りについて 

令和２年１２月３日 第９８回部会 ○地区内の道路の安全の検討会（11/16）の報告 

○相州小出七福神巡りについて 

令和３年１月２１日 第９９回部会 ○安全対策課より、報告および今後について 

○相州小出七福神巡りの報告 

令和３年２月１８日 第１００回部会 ○通学路改善要望について実施状況の確認 

○東小和田交差点の交通安全検討 

  令和３年３月１８日 第１０１回部会 ○通学路改善要望について実施状況の確認 

○東小和田交差点の交通安全 啓発方法の検討 
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（６）防災部会 

日 付 会議の名称 主な内容、出席者等 

令和２年９月９日 第１回部会 ○部会員の自己紹介について 

○防災部会の立ち上げについて 

○防災部会の取組みについて 

○茅ヶ崎の災害リスクについて：防災対策課 

○まち（小和田地区）の変遷について：都市政策課 

○コロナ禍の取組みについて：防災対策課 

○今年度の開催日程について 

令和２年１０月２１日 第２回部会 ○防災部会の目標について 

○市の動向について 

○自治会体制比較について 

〇防災マニュアルの比較について 

○防災部会の取組みについて 

令和２年１１月１９日 第３回部会 ○茅ヶ崎市の下水道について：下水道河川管理課 

○各団体作成マップの活用について 

令和２年１２月１６日 第４回部会 ○防災備蓄状況について：防災対策課 

○防災活動意見交換会の実施 (各自治会防災担当者) 

○防災部会における上記会の意見の対応について 

令和３年１月２０日 第５回部会 ○「防災活動意見交換会」の意見の対応について 

○今後の活動について 

令和３年２月１７日 第６回部会 ○茅ヶ崎市のコロナ禍における防災活動について：防災対

策課 

○防災部会の今後の活動方針について検討 

令和３年３月１７日 第７回部会 ○防災部会の今後の活動方針の決定 

 

２ 各種会議を除く事業（市民集会・防災訓練など） 

日 付 事業名 内 容・実施体制・参加者数 

約２ヶ月に１回 広報紙発行事業 下記記載 

 令和２年５月３１日 小和田小学校通学路清掃作

業 

下記記載 

令和２年８月１８日~ 防災×まちづくりワークシ

ョップ（全８回） 

下記記載 

令和２年８月２６日 市長と小和田地区の未来を

創る会 

下記記載 

令和２年１０月～ 消火器塗装 下記記載 

令和２年１０月１日 新宿地区まち歩き 下記記載 

令和２年１２月２２日 第１回スマホ講習会 下記記載 

令和３年１月７日 相州小出七福神巡り 下記記載 
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日 付 事業名 内 容・実施体制・参加者数 

令和３年３月２０日 認知症高齢者声がけミニ模

擬訓練 

下記記載 

  

（１）広報紙発行事業 

  〈概  要〉 原則委員会実施後に議事等の情報について周知を図る目的として約２ヶ月に１回

発行。紙面を通し定期的に各部会の参加者を募っている。継続的に発行をしている

ため、協議会の活動周知につながっている。 

〈発行部数〉５,５００部／１回 

〈配布方法〉 自治会に回覧を依頼しているほか、地区コミュニティセンターに配架。 

  

 

（２）小和田小学校通学路清掃作業 

 〈日時〉令和２年５月３１日 

 〈概要〉 感染防止対策として休校が続いていた公立小中学校の授業が再開されるにあたり、小

和田地区まちぢから協議会参加団体による小和田小学校通学路の清掃作業を行った。 

三密を避けるため、各自の家から小和田小学校の門までの通学路をそれぞれ清掃した。

雑草もなくなり、子どもたちが気持ちよく登校できるようになった。 

         

 〈参加者〉５０名 

 

（３）防災×まちづくりワークショップ 

  〈日時〉第１２回：令和２年８月１８日 

      第１３回：令和２年９月１日 

      第１４回：令和２年１０月６日 

      第１５回：令和２年１１月１０日 

      第１６回：令和２年１２月８日 

新春号 

（１月１５日発行） 
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      第１７回：令和３年２月９日 

      第１８回：令和３年２月２３日 

      第１９回：令和３年３月２日 

  〈概要〉 日常生活の利便性の向上と地域特性を活かしたまちづくりへの展開を図るため、赤松

町内８本の小路を指定し、各世帯や小学校への愛称募集を行って愛称を決定した。 

親しみのあるまちづくりを推進し、災害時の避難路等に役立てることができる。 

  〈参加者〉１３名 

    

 

（４）市長と小和田地区の未来を創る会 

  〈日時〉令和２年８月２６日 

  〈概要〉「with コロナ」の新時代を生き抜くために、小和田地区が行政と語り合う場として、市

民集会とは異なる「市長と未来を創る会」を企画した。 

 当地区の代表が市の幹部と共にこの小和田地区を語り、小和田地区まちぢから協議会と

して何ができるのかを目途として、行政とのパートナーとしての認識を更に深めていく

ために実施した。 

〈内容〉小和田地区の公共施設等の現状・役割・今後の有効活用のためには 

〈参加者〉１１名（内行政からの出席者７名）  
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（５）消火器塗装 

  〈日時〉令和２年１０月～順次 

  〈概要〉 防災ワークショップに参加していた或るお子さんから、「街頭消火器が色あせていて

目立たない」という意見が出され、参加メンバーと自治会が対応した。 

錆を落とし、赤ペンキで下地塗りと上塗りをして、該当６自治会内の５８か所を塗り

終えた。とても綺麗に染まり、消防署からもお褒めの言葉を頂いた。 

              

 

（６）新宿地区まち歩き 

  〈日時〉令和２年１０月１日 

〈概要〉新宿自治会を実際に歩き、危険個所の確認や防災、防犯の観点も含め、周辺自治会との

境界を確認した。 

    平成２６年に作成した「小和田まるごとマップ」をベースに、２班に分かれて「まち歩

き」を行った。 

〈参加者〉１４名 

             

 

（７）第１回スマホ講習会 

  〈日時〉令和２年１２月２２日 

  〈概要〉 外出の自粛が続く中、地域活動におけるデジタル機器の重要性を感じた。コロナ禍を

きっかけにスマホを学ぶ方が増えている一方で、使い方に不安を感じる方も多くいる。 

そこで、ソフトバンクから講師を招き、感染拡大防止を徹底の上、小和田地区コミュ

ニティセンターにて、「スマホ講習会」を基礎編・便利編に分かれて実施した。 

〈参加者〉２２名 
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（８）相州小出七福神巡り 

  〈日時〉令和３年１月７日 

  〈概要〉 小出地区にある七福神を祀った寺院を巡る小和田コミセン主催事業と共催し、「七福

神巡り」を開催した。外出自粛が続く中、寺院を巡ることで気分転換ができ、健康増

進・維持など健康面への効果が期待できる。  

今回はコロナ禍の為、有志を募りダイチャリを利用して巡った。 

〈参加者〉小和田地区まちぢから協議会：４名 里山公園記帳者：１５０名 

        

 

（９）認知症高齢者声がけミニ模擬訓練 

〈日時〉令和３年３月２０日 

  〈概要〉 「認知症になっても住み慣れた小和田で暮らしていくために」 

      行方不明者を探しに出た時に対応ができるよう、菱沼小和田コースと本宿コースに分か

れて模擬訓練を実施した。当日は、声掛け役と認知症役の２役を全ての参加者が行うこ

とで、声を掛ける側、掛けられる側の両方の気持ちを理解することができ、とても有意

義な訓練となった。 

〈参加者〉３５名 

                           


